
自民党 54人
民進党 19人
公明党 8人
共産党 5人
市民ネット・社民・無所属 4人
千翔会 2人
護憲保守の会 1人
千葉県民の声 1人
いんば無所属の会 1人
 定数95人 現員95人
    （平成２9年1月1日現在）

ちば県議会だより  平成29年［2017年］2月5日（日曜日）

次回「ちば県議会だより」の発行日は平成29年5月5日の予定です。

※ 質問項目は、紙面の都合上一人六項目以内で掲載
しています。その他の項目は、千葉県議会ホーム
ページに掲載しています。代 表 質 問

▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
及
び
心
肺
蘇
生
法
の
普
及

促
進
に
係
る
基
本
計
画

▼
指
定
廃
棄
物
の
長
期
管
理
施
設

▼
印
旛
沼
・
手
賀
沼
の
水
環
境

▼
農
林
水
産
業
の
振
興

▼
北
千
葉
道
路

▼
い
じ
め
・
不
登
校
問
題

自 民 党

瀧
たき

田
た

　敏
とし

幸
ゆき

 議員
（印西市）

▼
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
推
進

▼
山
武
地
域
で
の
土
木
工
事
に
係
る

談
合
問
題

▼
地
方
創
生
総
合
戦
略
の
評
価

▼
地
域
医
療
再
生
基
金
の
評
価

▼
労
働
問
題

▼
い
じ
め
問
題

民 進 党

天
あま

野
の

　行
ゆき

雄
お

 議員
（千葉市稲毛区）

▼
医
療
・
介
護

▼
動
物
愛
護

▼
千
葉
市
臨
海
部
の
活
性
化

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興

▼
教
育
問
題

▼
薬
物
対
策

公 明 党

田
た

村
むら

　耕
こう

作
さく

 議員
（千葉市花見川区）

▼
知
事
の
政
治
姿
勢
／
木
更
津
駐
屯

地
の
オ
ス
プ
レ
イ
整
備
拠
点
化

▼
国
民
健
康
保
険
の
広
域
化

▼
障
害
者
の
権
利

▼
ち
ば「
働
き
方
改
革
」共
同
宣
言

▼
子
ど
も
の
貧
困
問
題
と
子
ど
も
食
堂

▼
産
休
、長
期
療
養
な
ど
の
代
替
教
員
配
置

共 産 党

寺
てら

尾
お

　賢
さとし

 議員
（千葉市花見川区）

県立関宿城博物館
（野田市関宿三軒家143-4）

十
二
月
一
日（
木
）

十
二
月
二
日（
金
）

　
十
二
月
定
例
県
議
会
は
、
十
一
月

二
十
五
日
に
招
集
さ
れ
、
十
二
月
二
十

日
ま
で
の
二
十
六
日
間
に
わ
た
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
日
に
は
、
議
長
の
諸
般
の
報
告

に
続
き
、
平
成
二
十
八
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
等
の
議
案
四
十
二
件
、
報
告

一
件
が
上
程
さ
れ
、
知
事
か
ら
提
案
理

由
説
明
と
県
政
の
当
面
す
る
諸
問
題
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
十
二
月
一
日
の
質
問
初
日
に
は
、
議

員
発
議
に
よ
る「
千
葉
県
子
ど
も
を
虐
待

か
ら
守
る
条
例
」（
発
議
案
第
一
号
）が

上
程
さ
れ
、
提
出
者
の
趣
旨
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
十
二
月
一
日
か
ら
六
日
間
に
わ
た
り

行
わ
れ
た
代
表
質
問
及
び
一
般
質
問

は
、
二
十
五
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
財

政
問
題
を
は
じ
め
、
雇
用
・
労
働
問
題
、

防
災
対
策
、
い
じ
め
問
題
、
医
療
・
介
護

等
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　
各
常
任
委
員
会
は
、
十
二
月
十
二
日

か
ら
四
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
付

託
さ
れ
た
議
案
・
請
願
・
発
議
案
第
一
号

に
つ
い
て
具
体
的
・
専
門
的
な
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員

会
の
委
員
長
報
告
、
討
論
が
行
わ
れ
、

採
決
の
結
果
、
平
成
二
十
七
年
度
決
算

は
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
各
常
任
委
員
会
委
員
長
及

び
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
の
審
査
結

果
報
告
、
討
論
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結

果
、
議
案
及
び
発
議
案
に
つ
い
て
は
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
人
事
案
件
十
四
件
が
追
加
上

程
さ
れ
、
知
事
の
提
案
理
由
説
明
の
後
、

採
決
の
結
果
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

発
議
案（
意
見
書
）十
四
件
が
上
程
さ
れ
、

そ
の
う
ち
三
件
を
可
決
し
、
今
定
例
会

に
付
議
さ
れ
た
全
て
の
案
件
の
審
議
を

終
了
し
ま
し
た
。

　
県
の
最
北
端
、利
根
川
と
江
戸
川
の
分
岐
点
の
ス
ー
パ
ー
堤
防
上
に
あ
る
県
立
関
宿
城

博
物
館
は
、平
成
7
年
に
開
館
し
ま
し
た
。
天
守
閣
部
分
は
、か
つ
て
の
関
宿
城
を
再
現
し

た
も
の
で
、毎
日
30
分
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
河
川
と
そ
れ
に
か
か
わ
る
産
業
」、「
関
宿
藩
と
関
宿
の
歴
史
」な
ど
に
つ
い
て
の
紹
介

と
模
型
や
映
像
を
用
い
た
展
示
は
、家
族
で
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
博
物
館
セ

ミ
ナ
ー
や
体
験
教
室
な
ど
も
開
催（
要
申
し
込
み
）。
平
成
29
年
2
月
12
日（
日
）ま
で
は
、

関
宿
城
百
景
写
真
展
を
開
催
中
で
す
。

交
　
　
通　

 

圏
央
道
境
古
河
Ｉ
Ｃ
か
ら
13
分
ま
た
は
東
武
ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン

川
間
駅
か
ら
境
町
行
き
バ
ス
で「
関
宿
城
博
物
館
」下
車

開
館
時
間　

 

9
時
〜
16
時
30
分（
入
館
は
16
時
ま
で
）

休
館
日　

月
曜
日（
祝
日
ま
た
は
振
替
休
日
の
場
合
は
開
館
し
、翌
日
休
館
）

問
い
合
わ
せ
先　

☎
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7
1
9
6

－
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0　
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X  
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十
二
月
定
例
県
議
会
の

あ
ら
ま
し

平成29年２月定例県議会

千葉県インターネット中継　 検索

　平成29年2月定例県議会は、2月1日（水）に

開会し、7日（火）から代表質問が始まります。

　チバテレビでは代表質問と予算委員会の模様

を、インターネットでは会期中の本会議全てと

予算委員会の模様を、生中継で見ることができ

ます。チバテレビには平成28年12月定例県議

会より、手話通訳が挿入されました。

　また、傍聴を希望する方は、当日、議会棟1階

受付に直接お越しください。

テレビ＆インターネット中継

※ 平成29年2月定例県議会の日程は3面をご覧
ください。

２月７日（火）～

代表質問が始まります !

 千葉県議会　　　 検索

関
宿
城
博
物
館

　
検
索



ちば県議会だより  平成29年［2017年］2月5日（日曜日）

童
数
は
千
四
百
六
十
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被

害
は
、
一
旦
減
少
し
た
も
の
の
、
増
加

に
転
ず
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み

が
必
要
な
分
野
も
あ
る
。

　

産
業
分
野
で
は
、
企
業
誘
致
セ
ミ
ナ

ー
の
開
催
や
国
内
外
へ
の
魅
力
発
信
に

よ
り
、
企
業
立
地
件
数
が
、
こ
の
三
年

間
で
百
九
十
三
件
と
目
標
を
上
回
る
ペ

ー
ス
で
ふ
え
続
け
る
な
ど
の
成
果
を
上

げ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
順
調
に
進
捗

し
て
い
る
も
の
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
総
合
計
画
の
推
進
に
し

っ
か
り
と
取
り
組
み
、「
く
ら
し
満
足

度
日
本
一
」
を
目
指
し
て
い
く
。

社

会

福

祉

セ

ン

タ

ー

問
　
千
葉
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

再
整
備
に
つ
い
て
、
早
急
に
取
り
組
む

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

千
葉
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

県
内
の
福
祉
団
体
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な

福
祉
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

支
援
な
ど
が
行
わ
れ
、
本
県
の
社
会
福

祉
の
推
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
一
方
で
、
そ
の
施
設
に
つ
い
て
は

老
朽
化
が
進
み
、
耐
震
性
も
不
十
分
な

状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
等
、
昨

今
の
社
会
状
況
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
、
県
民

の
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
や
福
祉
人
材

の
養
成
・
確
保
、
災
害
時
の
福
祉
的
支

援
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
の
強
化
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
県
で
は
、
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
県
立
施
設
と
し
て
、
新
築
で

整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

今
後
は
、
早
期
の
事
業
化
に
向
け
て

進
め
て
い
く
。

財
政
健
全
化
計
画

問
　
財
政
健
全
化
計
画
の
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

答　

県
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
同
計
画
に

基
づ
き
、
県
税
の
徴
収
対
策
の
充
実
・

強
化
な
ど
に
よ
る
自
主
財
源
の
確
保
や
、

徹
底
し
た
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
、

歳
入
・
歳
出
両
面
に
わ
た
り
財
政
の
健

全
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
建
設
地
方
債
等
の
実

質
的
な
残
高
は
、
毎
年
度
、
減
少
す
る

と
と
も
に
、
財
政
調
整
基
金
の
平
成

二
十
八
年
度
末
の
残
高
は
、
九
月
補
正

段
階
に
お
い
て
目
標
額
で
あ
る
三
百
億

円
を
確
保
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

ま
た
、
財
政
の
健
全
性
を
示
す
指
標

で
あ
る
健
全
化
判
断
比
率
は
、
常
に
全

国
平
均
よ
り
も
良
好
な
水
準
を
維
持
し

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
計
画
に
掲
げ

た
三
つ
の
基
本
目
標
は
達
成
で
き
る
見

通
し
で
あ
り
、
着
実
な
成
果
を
上
げ
て

い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

総

合

計

画

問
　
総
合
計
画
全
体
の
進
捗
状
況
を

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

答　

県
民
の
く
ら
し
の
安
全
・
安
心
に

つ
い
て
は
、
移
動
交
番
車
の
運
用
や
、
防

犯
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
な
ど
に
よ
り
、
犯

罪
抑
止
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
刑
法
犯

認
知
件
数
が
十
三
年
連
続
で
減
少
し
た
。

　

一
方
、
子
育
て
支
援
の
面
で
は
、
市
町

村
と
連
携
し
、
保
育
所
の
整
備
な
ど
に

取
り
組
ん
だ
結
果
、
定
員
数
は
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
が
、共
働
き
世
帯
の
増
加

な
ど
に
よ
り
保
育
ニ
ー
ズ
が
増
加
し
、
平

成
二
十
八
年
四
月
一
日
現
在
で
、
待
機
児

障
害
者
差
別

解

消

法

問
　
県
と
し
て
行
政
の
窓
口
な
ど
で
周

知
を
進
め
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
取
り
組

み
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
に
当

た
り
、
窓
口
で
の
対
応
が
想
定
さ
れ
る

新
規
採
用
職
員
や
管
理
職
向
け
の
研
修

を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
法
や
条
例
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
そ
の
マ
ン
ガ
版
の
ほ
か
、「
障
害
の

あ
る
人
に
対
す
る
差
別
と
望
ま
し
い
配

慮
に
関
す
る
事
例
集
」
を
作
成
し
、
市

町
村
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
障
害
者

条
例
に
基
づ
く
広
域
専
門
指
導
員
が
周

知
啓
発
に
活
用
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
障
害
の
あ
る
人
へ
の
合
理

的
配
慮
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
一
層
の
周

知
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ

問
　
印
旛
沼
周
辺
に
お
け
る
カ
ミ
ツ
キ

ガ
メ
の
捕
獲
実
績
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
今
後
、
取
り
組
み
を
一
層
強

化
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

県
で
は
、
毎
年
、
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ

の
活
動
時
期
で
あ
る
五
月
か
ら
十
月
に

か
け
て
捕
獲
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

特
に
、
平
成
二
十
八
年
度
は
、
捕
獲

強
化
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
過
去
最
多

の
約
千
四
百
頭
を
捕
獲
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
メ
ス
は
約
七
百
頭
で
、

県
の
推
計
で
生
息
数
を
減
少
さ
せ
る

た
め
に
最
低
で
も
必
要
と
さ
れ
た
千

二
百
五
十
頭
の
捕
獲
に
は
及
ば
な
か
っ

た
。

　

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
専
門
家
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
息

場
所
に
合
わ
せ
た
捕
獲
方
法
の
開
発
、

ワ
ナ
設
置
数
の
大
幅
増
加
、
冬
眠
し
て

い
る
間
の
捕
獲
方
法
等
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
平
成
二
十
九
年
二
月
に
は
、

カ
メ
の
生
態
に
精
通
し
た
専
門
職
員

を
採
用
す
る
予
定
で
あ
り
、
引
き
続
き
、

生
息
数
の
減
少
を
目
指
し
て
捕
獲
の
強

化
に
努
め
て
い
く
。

労

働

相

談

問
　
現
在
、
具
体
的
な
労
働
相
談
に
関

す
る
取
り
組
み
や
広
報
啓
発
活
動
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

県
の
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
常

設
の
相
談
窓
口
と
し
て
、
平
日
午
前
九

時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
電
話
及
び
面

談
に
よ
り
、
そ
の
後
夜
八
時
ま
で
は
電

話
に
よ
る
相
談
を
実
施
し
て
お
り
、
ま

た
、
県
労
働
委
員
会
で
は
、「
個
別
労

働
関
係
紛
争
処
理
制
度
」
の
周
知
月
間

に
あ
わ
せ
て
、
労
働
相
談
会
を
実
施
し

て
い
る
。

　

広
報
啓
発
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
ち
ば
県
民
だ
よ
り
、
チ
ラ
シ
な

ど
の
活
用
に
加
え
、
平
成
二
十
八
年
度

は
、
若
者
に
対
す
る
広
報
啓
発
を
強
化

す
る
た
め
、
県
内
大
学
二
十
六
校
の
入

学
式
に
お
け
る
チ
ラ
シ
配
布
や
、
七
月

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
労
働
相
談
を
開

始
し
た
。

　

今
後
も
、
よ
り
多
く
の
方
に
利
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
相
談
体
制
や
広
報

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

水
田
基
盤
整
備

問
　
水
田
に
お
け
る
基
盤
整
備
事
業
を

ど
の
よ
う
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
。

答　

本
県
の
水
田
農
業
は
、
稲
作
の
技

術
向
上
や
品
種
改
良
と
と
も
に
、
用
排

水
施
設
の
整
備
や
三
十
ア
ー
ル
を
標
準

区
画
と
し
た
基
盤
整
備
に
よ
り
、
労
働

時
間
低
減
と
収
量
・
品
質
の
向
上
を
達

成
し
て
き
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
食
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、

米
の
消
費
量
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
域
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
に

は
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
、
集
約

に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
や
収
益
力

の
高
い
作
物
を
導
入
す
る
な
ど
、
将
来

を
見
据
え
た
地
域
の
営
農
構
想
に
基
づ

い
た
基
盤
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

　

県
と
し
て
は
、
圃ほ

場
の
大
区
画
や
先

進
的
な
用
排
水
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、

水
田
の
基
盤
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
畑
作
物
の
導

入
を
進
め
、
若
い
農
業
者
も
意
欲
を
持

っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
、
積
極
的
に
地

域
農
業
の
振
興
に
努
め
て
い
く
。

防

災

対

策

問
　
平
時
の
今
こ
そ
、
緊
急
輸
送
道
路

沿
線
の
建
築
物
の
安
全
性
を
確
保
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
が
、
知
事
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

地
震
発
生
時
に
主
要
道
路
の
安
全

を
確
保
し
、
救
援
・
救
護
活
動
や
緊
急

物
資
の
輸
送
に
対
処
す
る
た
め
、
沿
道

の
建
築
物
が
倒
壊
す
る
こ
と
に
よ
り
道

路
を
閉
塞
し
な
い
よ
う
耐
震
化
を
進
め

る
こ
と
は
、
大
変
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
千
葉
県
耐
震
改
修
促
進

計
画
に
お
い
て
、
千
葉
県
地
域
防
災
計

画
で
定
め
る
緊
急
輸
送
道
路
を
、
沿
道

の
建
築
物
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修

の
促
進
を
図
る
こ
と
が
必
要
な
道
路

と
し
て
位
置
づ
け
、
建
築
物
の
耐
震
診

断
に
補
助
を
行
う
市
町
村
に
対
し
助

成
を
行
う
な
ど
、
耐
震
化
に
努
め
て
い

る
。

い
じ
め
・
不
登
校

問
　
い
じ
め
及
び
不
登
校
問
題
に
対
し

て
、
県
で
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

い
じ
め
の
認
知
件
数
が
多
い
こ
と

に
つ
い
て
は
、
各
学
校
に
お
い
て
、
積

極
的
に
認
知
に
向
け
て
取
り
組
ん
だ
結

果
で
も
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
県

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
今
回
の
調
査

結
果
を
重
く
受
け
止
め
、
い
じ
め
及
び

不
登
校
の
防
止
対
策
に
、
万
全
を
尽
く

し
て
い
く
。

　

い
じ
め
や
不
登
校
問
題
の
解
消
に
向

け
、
教
職
員
の
対
応
力
の
向
上
を
図
る

た
め
、
研
修
等
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
専

門
家
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、

未
然
防
止
、
早
期
発
見
、
早
期
対
応
の

取
り
組
み
を
、
組
織
的
か
つ
実
効
的
に

行
っ
て
い
く
。

薬

物

対

策

問
　
近
年
、
若
者
を
中
心
と
し
た
危
険

ド
ラ
ッ
グ
の
乱
用
が
社
会
現
象
と
な
り
、

本
県
で
も
、
平
成
二
十
七
年
「
千
葉
県

薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」

を
制
定
す
る
な
ど
各
種
対
策
を
講
じ

て
き
た
と
思
う
が
、
そ
の
後
の
対
策
と

現
状
は
ど
う
か
。

答　

県
警
察
で
は
、
県
と
の
連
携
に
よ

る
合
同
立
ち
入
り
や
取
り
締
ま
り
に
よ

り
、
県
内
の
危
険
ド
ラ
ッ
グ
販
売
店
舗

を
一
掃
し
、
平
成
二
十
六
年
十
月
か
ら

現
在
ま
で
、
営
業
を
確
認
し
て
い
る
店

舗
は
な
い
。

　

し
か
し
、
販
売
形
態
が
ネ
ッ
ト
通
販

や
デ
リ
バ
リ
ー
方
式
に
潜
在
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
県
な
ど
関

係
機
関
と
強
力
に
連
携
を
図
り
、
実
態

把
握
・
取
り
締
ま
り
・
広
報
啓
発
を
危

険
ド
ラ
ッ
グ
対
策
の
三
本
柱
と
し
て
推

進
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
対
策
の
結
果
と
し
て
、
危

険
ド
ラ
ッ
グ
の
検
挙
人
員
は
、
平
成

二
十
八
年
十
月
末
現
在
十
七
人
で
、
前

年
同
期
に
比
べ
て
約
三
分
の
一
に
減
少

し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
平
成
二
十
八
年

に
入
っ
て
危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
起
因
す
る

事
件
や
事
故
の
把
握
も
な
い
た
め
、
県

警
察
と
し
て
は
、
一
定
の
成
果
が
あ
ら

わ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

代
表
質
問
か
ら

可
決
・
同
意
さ
れ
た
議
案

◆
平
成
二
十
八
年
度
補
正
予
算

（
五
件
）

▽
一
般
会
計

▽
特
別
会
計（
四
件
）

◆
条
例
の
一
部
改
正（
六
件
）

▽
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

▽
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
、旅
費

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

▽
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例

▽
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
及
び

千
葉
県
立
都
市
公
園
条
例

▽
千
葉
県
生
涯
大
学
校
設
置
管
理

条
例

▽
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行

条
例
及
び
千
葉
県
県
税
条
例

◆
条
例
の
廃
止

▽
千
葉
県
地
域
医
療
再
生
臨
時
特

例
基
金
条
例

◆
そ
の
他（
四
十
四
件
）

▽
契
約
の
締
結（
八
件
）

▽
契
約
の
変
更（
二
件
）

▽
和
解

▽
調
停

▽
当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売

▽
指
定
管
理
者
の
指
定（
十
七
件
）

▽
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命（
二
件
）

▽
公
安
委
員
会
委
員
の
任
命

▽
収
用
委
員
会
委
員
の
任
命（
六
件
）

▽
土
地
利
用
審
査
会
委
員
の
任
命

（
五
件
）

◆
議
員
提
出
条
例

▽
千
葉
県
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守

る
条
例

（
三
面
に
続
く
）
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可
決
さ
れ
た
意
見
書

▽
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
と「
内
方

線
付
き
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
」の
整

備
促
進
を
求
め
る
意
見
書

▽
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

▽
地
方
防
災
力
の
向
上
と
災
害
に

強
い
防
災
拠
点
の
整
備
を
求
め

る
意
見
書

採
択
さ
れ
た
請
願

▽
県
立
佐
原
病
院
の
早
急
な
整
備
・

充
実
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽
千
葉
県
生
涯
大
学
校
の
充
実

を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

（
第
一
項
〜
第

三
項
）

（
二
面
よ
り
続
き
）

問
　
軽
油
引
取
税
に
係
る
地
方
税

法
違
反
事
件
に
つ
い
て
、
脱
税
の
立

証
が
で
き
な
い
場
合
は
告
発
に
至

る
こ
と
は
少
な
い
と
聞
く
。

　
今
回
、
全
国
で
初
め
て
、
脱
税
で

は
な
く
免
税
軽
油
の
虚
偽
報
告
に

よ
り
販
売
店
等
を
告
発
し
た
の
は

な
ぜ
か
。

答　

本
事
件
は
、
不
正
行
為
を
行
っ

た
の
が
納
税
義
務
の
な
い
販
売
店
側

で
あ
っ
た
た
め
、
脱
税
の
罪
を
問
う

こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
不

正
行
為
が
長
期
的
・
組
織
的
に
行
わ

れ
る
な
ど
極
め
て
悪
質
で
あ
り
、
刑

事
責
任
を
問
う
べ
き
事
案
で
あ
る
こ

と
、
さ
ら
に
、
同
様
の
不
正
行
為
の

全
国
的
な
横
行
を
抑
止
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
資
料
分
析
や
関

係
者
へ
の
聴
取
等
に
よ
り
事
実
を

解
明
し
、
免
税
軽
油
の
虚
偽
報
告
に

係
る
罪
な
ど
を
適
用
し
て
告
発
し
た
。

問
　
東
日
本
大
震
災
時
に
は
、
妙
典

給
水
場
で
水
道
局
職
員
が
水
道
水

を
非
常
用
飲
料
水
袋
に
入
れ
て
被

災
者
に
配
っ
て
い
た
が
、
今
後
も
同

様
の
対
応
を
し
て
い
く
の
か
。

答　

県
営
水
道
で
は
、
災
害
時
に
断

水
が
発
生
し
た
場
合
、
浄
水
場
・
給

水
場
等
で
応
急
給
水
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。

総
務
防
災
常
任
委
員
会

総
合
企
画
水
道
常
任
委
員
会

　

ま
た
、
非
常
用
飲
料
水
袋
を
約

十
一
万
枚
備
蓄
す
る
等
、
応
急
給
水

用
資
機
材
の
充
実
に
も
努
め
て
い
る
。

問
　
「
千
葉
県
子
ど
も
を
虐
待
か
ら

守
る
条
例
」
に
つ
い
て
、
児
童
虐
待

防
止
法
が
既
に
制
定
さ
れ
て
い
る

中
で
、
県
と
し
て
条
例
を
制
定
す
る

意
義
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

県
行
政
の
責
任
を
明
確
に
し
、

市
町
村
を
初
め
と
し
た
関
係
機
関

と
の
早
急
な
連
携
と
、
一
層
の
連
携

強
化
の
方
針
を
打
ち
出
す
た
め
、
県

全
体
で
児
童
虐
待
撲
滅
を
目
指
す

具
体
的
な
指
針
と
な
る
条
例
と
考

え
て
い
る
。

問
　
「
千
葉
県
自
転
車
の
安
全
で
適

正
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」

に
つ
い
て
、
県
民
に
ど
の
よ
う
に
周

知
し
て
い
く
の
か
。

答　

市
町
村
等
へ
の
説
明
会
の
開
催
、

チ
ラ
シ
な
ど
の
配
布
に
よ
り
、
周

知
・
啓
発
の
協
力
を
依
頼
し
た
。

　

今
後
は
、
学
校
な
ど
へ
の
周
知
依

頼
に
加
え
、
官
民
の
推
進
組
織
で
あ

る
千
葉
県
交
通
安
全
推
進
対
策
委

員
会
に
自
転
車
部
会
を
設
置
す
る

な
ど
、
オ
ー
ル
千
葉
県
で
自
転
車
の

安
全
利
用
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
佐
原
の
山
車
行
事
と
北

総
四
都
市
の
日
本
遺
産
を
合
わ
せ

た
、
広
域
的
な
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う

か
。

答　

県
で
は
、
伝
統
的
な
行
事
な
ど

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

環
境
生
活
警
察
常
任
委
員
会

商
工
労
働
企
業
常
任
委
員
会

の
文
化
財
も
含
め
た
北
総
四
都
市

の
魅
力
を
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

で
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
ほ
か
、

圏
央
道
開
通
を
活
用
し
た
観
光
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
は
、
日
本
遺

産
を
取
り
入
れ
た
新
規
バ
ス
ツ
ア
ー

の
造
成
を
促
進
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
こ
う
し
た
魅
力
を
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
広
域
的
な
観
光
商
品

の
造
成
を
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

問
　
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
対
す
る
本
県
の
発
生
予
防
対
策

は
ど
う
か
。

答　

養
鶏
農
家
に
立
ち
入
り
、
防
鳥

ネ
ッ
ト
な
ど
の
設
置
や
、
農
場
に
出

入
り
す
る
関
係
車
両
へ
の
消
毒
を

徹
底
し
た
。

　

ま
た
、
監
視
体
制
強
化
の
た
め
、

農
場
へ
の
定
期
的
な
検
査
や
、
死
亡

羽
数
の
報
告
を
求
め
る
と
と
も
に
、

野
鳥
の
ウ
イ
ル
ス
保
有
調
査
を
実
施

し
て
い
る
。

問
　
橋
梁
、
横
断
歩
道
橋
、
ト
ン
ネ

ル
に
つ
い
て
、
長
寿
命
化
対
策
の
今

後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　

長
寿
命
化
修
繕
計
画
は
、
損
傷

が
あ
ら
わ
れ
る
前
に
対
策
を
講
じ

る
予
防
保
全
と
す
る
も
の
で
、
橋
梁

に
つ
い
て
は
、
既
存
計
画
を
改
訂
し
、

横
断
歩
道
橋
及
び
ト
ン
ネ
ル
に
つ

い
て
は
、
新
た
に
計
画
を
策
定
し
た
。

計
画
に
基
づ
く
修
繕
に
よ
り
、
道
路

施
設
の
長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
通
学
路
の
交
通
安
全
確
保
に

関
す
る
国
か
ら
の
通
知
を
受
け
、
県

農
林
水
産
常
任
委
員
会

県
土
整
備
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の

か
。

答　

学
校
、
道
路
管
理
者
、
警
察
等

が
連
携
し
た
推
進
体
制
や
通
学
路

安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
ほ
ぼ
全
市
町

村
で
整
備
さ
れ
、
定
期
的
な
合
同
点

検
と
通
学
路
の
安
全
対
策
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
。

　

県
と
し
て
は
、
通
学
路
の
継
続
的

な
安
全
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、

今
後
も
、
市
町
村
に
働
き
か
け
て
い

く
。

各常任委員会の

主な質疑から

予算委員会の設置

平成29年２月定例県議会 会期及び議事・委員会予定

■平成28年度予算委員会委員名簿 平成29年1月25日現在

自　　民　　党

◎ 西　田　三十五 ◯ 木　下　敬　二
◯ 鈴　木　　　衛 山　中　　　操
佐　野　　　彰 松　下　浩　明
内　田　悦　嗣 山　本　義　一
中　沢　裕　隆 坂　下　しげき
五十嵐　博　文 中　村　　　実
戸　村　勝　幸 茂　呂　　　剛

民　　進　　党
矢　崎　堅太郎 網　中　　　肇
鈴　木　　　均 守　屋　貴　子
大　﨑　雄　介

公　　明　　党 秋　林　貴　史 横　山　秀　明
共　　産　　党 加　藤　英　雄
市民ネット・社民・無所属 ふじし ろ 政 夫
千　　翔　　会 水　野　友　貴
護 憲 保 守 の 会 西　尾　憲　一
千 葉 県 民 の 声 プ リ テ ィ 長 嶋
いんば無所属の会 岩　井　泰　憲

◎委員長　○副委員長

　２月定例県議会において県の新年度予算及び関係する議案を横断的かつ
多角的に審査するため、予算委員会が設置されました。

…チバテレビで生放送（手話通訳つき）があります。ぜひご覧ください。TV

月　　日 議事・委員会予定 開議予定時間
2月1日（水）開会日 TV 午前10時～
7日（火）質疑並びに一般質問 TV 〃
8日（水）  〃 TV 〃
9日（木）  〃 TV（午前のみ） 〃
10日（金）  〃 〃
13日（月）  〃 〃
14日（火）  〃 〃
16日（木）予算委員会 TV 午前10時30分～
17日（金）  〃 TV 〃
20日（月）  〃 TV 〃
21日（火）常任委員会 （総務防災・総合企画水道） 午前10時～
22日（水）  〃 （健康福祉・環境生活警察） 〃
23日（木）  〃 （商工労働企業・農林水産） 〃
24日（金）  〃 （県土整備・文教） 〃
3月1日（水）閉会日 午後１時～

「子どもを虐待から守る条例」を可決
　12月定例県議会において、議員提案による「千葉県子どもを虐待から守る条例」
が賛成多数で可決されました。

●条例概要
　この条例は、児童虐待による痛ましい事件がいまだに全国で相次ぎ、本県の児童
虐待相談対応件数も全国上位であることなどから、「全ての子どもが虐待から守ら
れ、幸せを実感しながら成長できる千葉県」を目指して、県や県民、保護者などの責
務や役割を明らかにしつつ、子どもを虐待から守るための施策等を推進し、もって
子どもたちが健やかに成長できる社会の実現に寄与することを目的としています。
　条例の特徴としては、県行政の責務を明確化し、児童虐待防止法の努力義務の一
部を義務化しました。
　また、児童相談所の体制整備や関係機関等との一層の連携、教育現場における児
童生徒に対する教育的取り組みの推進、虐待の発生予防に資するとされる母子保
健施策等の市町村が行う施策や関係機関の取り組みへの支援、さらに、虐待を受け
た子どもに対する社会的養護の充実などを定め、オール千葉県で子どもへの虐待
の防止等を図ることとしています。

（平成29年4月1日施行予定）



ちば県議会だより  平成29年［2017年］2月5日（日曜日）

「ちば県議会だより」は、新聞折り込みのほか、県庁総合案内、地域振興事務所・県立図書館・博物館などの県の施設、市役所・町村役場などで入手できます。
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一
般
質
問

　平成27年度一般会計及び特別会計の決算
について、8回にわたり審査が行われ、決算書
のとおり「認定すべきもの」と決定しました。

決算審査特別委員会

12月定例県議会 知事あいさつ

　今回提案いたしました案件は、平成28年度
の補正予算案、各種条例案及びその他附帯議案
の42議案のほか、報告1件です。

◎平成28年度一般会計補正予算案
　平成28年度一般会計の補正予算案は、国
の補正予算や台風9号による被害などに、緊
急的に対応するものです。補正額は、199億
1,205万余円の増額で、補正後の予算額は、
1兆7,393億3,320万余円となります。

◎ちばアクアラインマラソン2016
　地元の皆様、県議会議員の皆様のほか、関係
各位の御理解、御協力をいただき、盛況のうち
に大会を終えることができたことに、あらため
て御礼を申し上げます。
　大会当日は、好天に恵まれ、国内外から約1
万6千人のランナーが、東京湾アクアラインの
絶景と秋の房総路を走る爽快感に御満足いた
だけたものと思います。
　今大会では、障害者スポーツへの関心を高め
るため、車いすハーフマラソンを正式種目とし
て実施し、リオデジャネイロパラリンピックに
出場した選手にも参加をいただきました。間
近で見るトップランナーのパフォーマンスに
多くの方々が魅了されたものと思います。
　また、今回は、480人もの外国人ランナーが
参加しており、千葉県産品を味わえるブース展
開などを通じ、千葉の魅力を海外にも発信する
ことができたと考えています。
　この大会の成果を活かし、引き続き、スポー
ツの振興を図るとともに、千葉の魅力を国内外
に発信してまいります。

◎ユネスコ無形文化遺産への登録
　先月31日、我が国の「山・鉾・屋台行事」に
ついて、ユネスコ無形文化遺産への登録が勧告
され、近いうちに、ユネスコ政府間委員会で、正
式に登録される見通しとなっています。
　「山・鉾・屋台行事」は、我が国の国指定重要
無形民俗文化財33件で構成されており、この
中には、香取市の「佐原の山車行事」が含まれて
います。本県の文化財でユネスコ無形文化遺
産に登録されるのは、初めてのことであり、と

ても喜ばしく思います。
　「佐原の山車行事」は、本年文化庁に認定され
た日本遺産「北総四都市江戸紀行・江戸を感
じる北総の町並み」の構成文化財ともなってお
り、これらの文化遺産を大いに活用しながら、
本県の観光振興につなげてまいります。

◎北千葉道路
　外環道と成田空港を最短で結ぶ北千葉道路
は、本県のみならず我が国にとって大変重要な
道路です。
　北千葉道路建設促進議員連盟におかれまし
ては、今月15日、国土交通省の幹部をはじめ
様々な関係者に、早期の直轄事業化や西側区間
の有料道路事業活用などについて要望された
ところであり、私も沿線7市の皆様とともに、21
日、石井国土交通大臣に要望してまいりました。
　石井大臣からは、議員連盟の皆様のお力添
えもあり、「関係者との協議の場を設け、有料道
路事業を活用した整備案をまとめたい。」との
前向きな発言をいただいたところです。今後、
県としては、関係機関との調整を進めるととも
に、国の調査に積極的に協力し、県議会の皆様
や地元市と一体となって、早期の直轄事業化を
目指してまいります。

　そのほか、平成28年度一般会計補正予算案、
条例の一部改正等、議案についての概要説明が
ありました。
　知事あいさつの全文は、県ホームページでご
覧になれます。

千葉県議会　知事あいさつ　 検索


